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１　

は
じ
め
に

　

株
主
総
会
の
招
集
通
知
は
会
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
株
主
に
対
し
て
発
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
会
社
法
二
九
九
条
一
項
）、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
原
則
、
株
主
総
会
に
お
け
る
権
利
行
使
に
は
、「
上
場
会
社
は
、
株
主
総
会
が
株
主
と
の

建
設
的
な
対
話
の
場
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
株
主
の
視
点
に
立
っ
て
、
株
主
総
会
に
お
け
る
権
利
行
使
に
係
る
適
切
な
環
境
整
備

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
そ
の
補
充
原
則
に
は
、「
上
場
会
社
は
、
株
主
が
総
会
議
案
の
十
分
な
検
討
期
間
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
招
集
通
知
に
記
載
す
る
情
報
の
正
確
性
を
担
保
し
つ
つ
そ
の
早
期
発
送
に
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
…
（
略
）」

と
あ
る
。

　

上
場
企
業
の
対
応
を
見
て
み
る
と
昨
年
の
招
集
通
知
の
発
送
日
は
、
図
表
１
の
通
り
で
あ
り
、
総
会
前
二
一
日
が
一
九
七
九
社
中
、

四
二
二
社
（
二
一
・
三
％
）
と
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
法
定
期
限
の
一
四
日
前
に
発
送
し
た
会
社
も
二
三
六
社
（
一
一
・
九
％
）

あ
る
（
１
）。

　

ま
た
、
株
主
総
会
当
日
に
参
加
し
な
い
株
主
に
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
に
書
面
投
票
制
度
及
び
電
磁
的

方
法
に
よ
る
投
票
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
株
主
総
会
の
書
面
投
票
の
行
使
期
限
に
法
令
違
反
ま
た
は
不
適
法
な
点
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
二
つ
の
ケ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
期
限
に
問
題
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
二
つ
の
事
例

福
本　
　

葵
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２　

書
面
投
票
制
度
の
概
要
と
行
使
期
限

　

書
面
投
票
制
度
と
は
、
株
主
総
会
に
出
席
し
な
い
株
主
へ
の
総
会
へ
の
参
加

を
可
能
な
ら
し
め
、
そ
の
意
思
を
総
会
の
意
思
決
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

昭
和
五
六
年
改
正
商
法
に
よ
っ
て
、
商
法
特
例
法
上
の
大
会
社
で
議
決
権
を
有

す
る
株
主
の
数
が
千
人
以
上
の
会
社
を
対
象
に
導
入
さ
れ
た
（
昭
和
五
六
年
改

正
商
特
二
一
条
の
三
）。
平
成
一
三
年
改
正
商
法
で
は
、
こ
の
制
度
の
採
用
を

一
般
の
会
社
に
認
め
、
会
社
法
で
も
原
則
す
べ
て
の
会
社
が
採
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
議
決
権
を
有
す
る
株
主
の
数
が
千
人
以
上
で
あ
る
会
社
は
、
書
面

投
票
制
度
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（
会
社
法
二
九
八
条
二
項
）。一
方
で
、

電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決
権
行
使
制
度
を
採
用
す
る
か
否
か
は
任
意
で
あ
る
。

　

株
主
総
会
の
招
集
通
知
は
、
会
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
株
主
に
対
し
て
発
送

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
会
社
法
二
九
九
条
一
項
）。
議
決
権
行
使
書
面
は
、

こ
の
招
集
通
知
に
同
封
さ
れ
る
（
会
社
法
三
〇
一
条
）。「
会
日
の
二
週
間
前
ま

で
」
に
は
、
発
送
日
と
総
会
当
日
は
含
ま
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
期
限
の
初
日
は
、

発
送
日
の
翌
日
と
し
、
総
会
の
会
日
の
前
日
を
最
終
日
と
す
る
（
民
法
一
四
〇

条
（
２
））。

　

次
に
、
議
決
権
行
使
書
の
行
使
期
限
は
原
則
「
株
主
総
会
の
日
時
の
直
前
の

営
業
時
間
の
終
了
時
」（
会
社
法
施
行
規
則
第
六
九
条
）
で
あ
る
（
３
）。

但
し
、
取

図表１　招集通知の発送日
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締
役
会
が
「
特
定
の
時
」
を
行
使
期
限
と
し
て
定
め
た
時
は
、
当
該
「
特
定
の
時
」
を
そ
の
期
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、

当
該
「
特
定
の
時
」
は
株
主
総
会
の
日
時
以
前
の
時
で
あ
っ
て
、
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
日
以
後
の
時
に
限
ら

れ
る
（
会
社
法
施
行
規
則
第
六
三
条
三
号
ロ
の
か
っ
こ
書
（
４
））。

３　

 

乾
汽
船
株
主
総
会
議
決
権
行
使
書
面
の
提
出
期
限
の
定
め
の
法
令
違
反
（
東
京
高
判
令
和
三
年
一
二
月
一
六
日
資

料
版
商
事
四
五
五
号
一
一
二
頁
）

　

以
下
で
は
、
書
面
投
票
制
度
の
期
限
に
つ
き
、
法
令
違
反
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

　
【
事
実
の
概
要
】

　

乾
汽
船
株
式
会
社
は
、
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
会
社
（
当
時
の
市
場
区
分
）
で
あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
合
同
会
社
（
原
告
・
控
訴
人
、
以
下
、
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
）
は
乾
汽
船
株
式
会
社
の
筆
頭
株
主
で
あ
り
、
令
和
元
年
株
主
総
会

の
基
準
日
時
点
で
の
持
株
比
率
が
二
五
・
一
二
％
、
令
和
二
年
株
主
総
会
基
準
日
で
の
持
株
比
率
は
三
〇
・
三
四
％
で
あ
っ
た
。

　

乾
汽
船
株
式
会
社
の
令
和
元
年
総
会
で
は
、
取
締
役
選
任
議
案
及
び
買
収
防
衛
策
導
入
議
案
を
含
む
議
案
を
可
決
す
る
決
議
が

あ
っ
た
。
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
は
令
和
元
年
総
会
の
各
決
議
に
は
、
無
効
な
委
任
状
に
基
づ
く
議
決
権
行
使
等
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と

し
て
、
株
主
総
会
決
議
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
総
会
開
催
前
の
令
和
二
年
六
月
四
日
、
乾
汽
船
株
式
会
社
は
株
主
に
対
し
、
令
和
二
年
総
会
に
関
す
る
招
集
通

知
、
株
主
総
会
参
考
書
類
、
事
業
報
告
、
連
結
計
算
書
類
、
計
算
書
類
及
び
監
査
報
告
書
な
ら
び
に
議
決
権
行
使
書
面
を
併
せ
た
書

類
一
式
を
発
送
し
た
。
令
和
二
年
招
集
通
知
等
に
は
、
当
日
出
席
で
き
な
い
株
主
に
対
し
て
、
同
封
し
た
議
決
権
行
使
書
面
を
同
年

六
月
一
八
日
午
後
五
時
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
に
返
送
す
る
こ
と
を
求
め
る
旨
の
記
載
が
あ
っ
た
。
令
和
二
年
総
会
は
同
月
一
九
日
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午
前
一
〇
時
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　

令
和
二
年
総
会
で
は
、
情
報
提
供
要
請
承
認
議
案
、
す
な
わ
ち
、
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
が
乾
汽
船
株
式
会
社
株
式
を
保
有
す
る
目

的
等
に
関
し
て
乾
汽
船
株
式
会
社
取
締
役
会
が
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
に
対
す
る
情
報
提
供
要
請
を
行
う
こ
と
を
承
認
す
る
議
案
を
含

む
三
議
案
を
可
決
す
る
決
議
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
は
令
和
二
年
総
会
の
各
決
議
は
、
招
集
通
知
の
発
送
日
の
期

限
制
限
違
反
等
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
、
決
議
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。

　

原
判
決
は
取
締
役
選
任
議
案
に
つ
い
て
は
、
訴
え
の
利
益
を
欠
く
と
し
て
却
下
し
、
そ
の
余
の
請
求
は
理
由
な
し
と
し
て
棄
却
し

た
（
５
）。

ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
は
買
収
防
衛
策
導
入
議
案
及
び
情
報
提
供
要
請
承
認
議
案
に
係
る
決
議
の
取
り
消
し
請
求
を
棄
却
し
た
部

分
に
つ
い
て
控
訴
し
た
。

　
【
判
旨
】（
議
決
権
書
面
行
使
関
連
部
分
の
み
）

　

原
判
決
一
部
取
消
し
・
請
求
一
部
却
下
・
一
部
棄
却

　
「
令
和
二
年
招
集
通
知
等
に
記
載
さ
れ
た
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
期
限
は
、
令
和
二
年
総
会
の
前
日
で
あ
る
同
月
一
八
日
午
後

五
時
と
記
載
さ
れ
て
い
た
」
と
こ
ろ
、「
乾
汽
船
株
式
会
社
の
『
営
業
時
間
の
終
了
時
』（
会
社
法
施
行
規
則
六
九
条
）
は
、
午
後
五

時
二
〇
分
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
か
ら
、「
そ
れ
よ
り
も
早
い
午
後
五
時
を
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
期
限
と
し
た
こ
と
は
、
会

社
法
施
行
規
則
第
六
三
条
三
号
ロ
の
『
特
定
の
時
』
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、「
し
た
が
っ
て
、
議
決

権
行
使
書
面
の
発
送
日
と
総
会
日
と
の
間
に
一
五
日
間
を
設
け
な
か
っ
た
令
和
二
年
総
会
の
招
集
通
知
手
続
は
、
議
決
権
行
使
書
面

の
行
使
期
限
に
関
す
る
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る（
会
社
法
二
九
八
条
一
項
五
号
、同
施
行
規
則
六
三
条
三
の
ロ
）。

　

し
か
し
、「
令
和
二
年
総
会
の
招
集
手
続
の
法
令
違
反
は
、
…

（
ａ
） 『
特
定
の
時
』
を
定
め
な
か
っ
た
場
合
の
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
期
限
は
乾
汽
船
株
式
会
社
の
営
業
時
間
の
終
了
時
で
あ
る
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午
後
五
時
二
〇
分
で
あ
り
、
本
件
の
行
使
期
限
で
あ
る
午
後
五
時
か
ら
二
〇
分
間
伸
長
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
株
主
の
権
利
行

使
に
影
響
が
大
き
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
こ
と
や
、
午
後
五
時
を
営
業
時
間
の
終
了
と
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
慣

行
上
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
上
記
の
招
集
手
続
の
瑕
疵
の
程
度
は
重
大
で
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
、

（
ｂ
） 

令
和
二
年
六
月
一
八
日
午
後
五
時
か
ら
同
日
午
後
五
時
二
〇
分
ま
で
の
間
に
到
達
し
た
議
決
権
行
使
書
面
は
存
在
し
な
か
っ

た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
上
記
の
招
集
手
続
に
係
る
瑕
疵
は
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
か
ら

…
」
と
し
、
裁
量
棄
却
と
し
た
。

　
【
考
察
】

　

前
述
の
通
り
、
議
決
権
行
使
書
の
行
使
期
限
は
原
則
「
株
主
総
会
の
日
時
の
直
前
の
営
業
時
間
の
終
了
時
」（
会
社
法
施
行
規
則

第
六
九
条
）
で
あ
る
。
但
し
、
取
締
役
会
が
「
特
定
の
時
」
を
行
使
期
限
と
し
て
定
め
た
時
は
、
当
該
「
特
定
の
時
」
を
そ
の
期
限

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
「
特
定
の
時
」
は
「
株
主
総
会
の
日
時
以
前
の
時
で
あ
っ
て
、
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経

過
し
た
日
以
後
の
時
」
に
限
ら
れ
る
（
会
社
法
施
行
規
則
第
六
三
条
三
号
ロ
の
か
っ
こ
書
）。

　

乾
汽
船
株
式
会
社
の
営
業
終
了
時
間
は
五
時
二
〇
分
で
あ
る
と
こ
ろ
、令
和
二
年
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
期
限
は
、

六
月
一
八
日
午
後
五
時
と
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
本
件
の
場
合
、
書
面
投
票
の
行
使
期
限
に
つ
い
て
「
特
定
の
時
」
を
定
め
た
こ

と
と
な
る
。
し
か
し
、
株
主
総
会
の
招
集
通
知
の
発
送
は
、
令
和
二
年
六
月
四
日
で
あ
り
、
期
限
の
起
算
日
は
、
翌
日
の
六
月
五
日

と
な
る
。
こ
の
場
合
、
招
集
通
知
発
送
の
会
日
の
二
週
間
前
ま
で
中
一
四
日
必
要
で
あ
る
と
い
う
要
件
は
満
た
し
て
い
る
が
、
書
面

投
票
期
限
の
「
特
定
の
時
」
を
設
定
で
き
る
二
週
間
以
上
と
い
う
期
限
を
満
た
し
て
い
な
い
。
中
一
三
日
し
か
な
い
。

　

も
し
「
特
定
の
時
」
を
定
め
な
け
れ
ば
、
書
面
投
票
の
期
限
は
、
総
会
の
前
日
の
営
業
時
間
の
終
了
時
間
で
あ
る
五
時
二
〇
分
で

あ
っ
た
が
、
本
件
で
は
六
月
一
八
日
の
五
時
に
締
め
切
っ
た
。
判
決
は
、
議
決
権
行
使
書
の
行
使
期
限
の
不
足
は
、
法
令
違
反
で
あ
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る
と
認
め
る
も
の
の
、
書
面
行
使
制
度
の
原
則
の
締
切
時
間
で
あ
る
五
時
二
〇
分
よ
り
も
二
〇
分
短
い
の
み
で
あ
り
、
営
業
時
間
の

終
了
が
五
時
と
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
こ
と
や
、
こ
の
二
〇
分
に
到
達
し
た
議
決
権
行
使
書
が
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
手

続
き
の
瑕
疵
は
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
裁
量
棄
却
と
し
た
。

　

但
し
、
本
判
決
に
は
、
会
社
は
現
に
「
特
定
の
時
」
を
定
め
た
の
で
、
本
来
は
六
月
一
九
日
以
降
が
行
使
期
限
と
な
る
は
ず
で
あ

り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
二
〇
分
で
は
な
く
一
日
短
縮
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
、
と
す
る
批
判
も
あ
る
（
６
）。

　

ま
た
、
乾
汽
船
株
式
会
社
の
証
券
代
行
業
務
は
み
ず
ほ
信
託
銀
行
が
行
っ
て
お
り
、
東
芝
と
同
様
の
誤
集
計
が
な
さ
れ
て
い
た
。

当
該
裁
判
で
は
、
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
が
株
主
総
会
決
議
取
消
の
訴
え
が
提
起
で
き
る
総
会
後
三
カ
月
間
の
期
日
を
経
過
し
た
後
に

追
加
的
に
主
張
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
誤
集
計
に
よ
っ
て
、
本
来
期
限
内
に
到
達
し
て
い
る
も
の
の
有
効
な
議
決
権
数
に
含
ま

れ
な
か
っ
た
議
決
権
数
は
二
二
七
五
個
（
総
議
決
権
数
に
占
め
る
割
合
は
約
〇
・
九
一
％
）
で
あ
り
、
最
も
賛
否
が
近
接
し
た
議
案

に
お
け
る
票
差
は
三
万
二
五
〇
九
個
で
あ
っ
て
、
本
件
不
適
切
集
計
処
理
に
よ
っ
て
決
議
の
結
果
に
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
本
件
に
お
い
て
追
加
主
張
を
許
容
す
べ
き
特
段
の
事
情
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
、
上
記
各
事
情
に
加
え
、

乾
汽
船
株
式
会
社
が
み
ず
ほ
信
託
銀
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
本
件
不
適
切
集
計
処
理
を
令
和
二
年
総
会
の
時
点
で
知
っ
て
い
た
こ
と

を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
も
な
い
か
ら
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。」
と
さ
れ
た
。

　

本
件
は
、
書
面
投
票
制
度
の
行
使
期
限
に
不
足
が
あ
っ
た
事
例
で
あ
る
が
、
招
集
通
知
の
発
送
そ
の
も
の
が
法
定
の
会
日
前
二
週

間
に
不
足
し
、
決
議
無
効
確
認
が
認
め
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
（
７
）。

し
か
し
、
招
集
通
知
は
全
株
主
に
影
響
が
あ
る
が
、
書
面
投
票
制
度

の
行
使
期
限
の
不
足
は
、
議
決
権
行
使
を
書
面
で
行
っ
た
者
の
み
に
影
響
す
る
。

　

本
件
で
、
裁
判
所
は
、
議
決
権
行
使
書
の
行
使
期
限
に
つ
い
て
は
、
法
令
違
反
が
あ
っ
た
と
は
認
め
た
も
の
の
、
手
続
き
の
瑕
疵

は
決
議
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
裁
量
棄
却
と
し
た
。
ア
ル
フ
ァ
レ
オ
Ｈ
Ｄ
は
、
控
訴
審
判
決
の
一
部
を
不
服
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と
し
て
最
高
裁
判
所
に
対
し
上
告
提
起
及
び
上
告
受
理
申
立
て
を
行
っ
て
い
た
が
、
二
〇
二
二
年
九
月
一
五
日
、
上
告
を
取
り
下
げ

た
の
で
、
控
訴
審
判
決
が
確
定
し
た
。

４　

東
芝
の
誤
集
計
問
題

　

書
面
行
使
制
度
の
集
計
が
不
適
法
か
つ
不
公
正
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
事
例
に
、
東
芝
の
二
〇
二
〇
年
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議

決
権
行
使
書
の
誤
集
計
問
題
が
あ
る
。
本
件
は
、
一
部
株
主
が
議
決
権
行
使
書
の
締
切
三
日
前
に
都
内
の
郵
便
局
に
投
函
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
報
告
書
に
は
自
ら
の
票
が
有
効
な
票
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
東
芝
に
指
摘
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

東
芝
の
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
開
催
の
第
一
八
一
回
定
時
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
書
の
期
限
は
前
日
二
〇
二
〇
年
七
月
三
〇
日

午
後
五
時
一
五
分
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　
【
事
実
の
概
要
】

　

東
芝
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
上
旬
に
、
一
部
株
主
か
ら
、
二
〇
二
〇
年
七
月
二
七
日
に
郵
送
に
よ
り
発
信
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

東
芝
が
臨
時
報
告
書
に
よ
り
開
示
し
た
本
定
時
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
結
果
に
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
を
受
け
た
と
公

表
し
た
（
８
）。

東
芝
は
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
を
株
主
名
簿
管
理
人
に
選
任
し
て
お
り
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
及
び
日
本
郵
政
株
式
会
社

に
調
査
を
要
請
し
た
。

　

三
井
住
友
信
託
銀
行
は
、
一
〇
〇
％
子
会
社
で
あ
る
三
井
住
友
ト
ラ
ス
ト
Ｔ
Ａ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
に
集
計
業
務
を
委
託

し
、
同
社
は
日
本
株
主
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
二
〇
〇
八
年
四
月
旧
中
央
三
井
信
託
銀
行
と
み
ず
ほ
信
託
銀
行
が
共
同
出
資

し
設
立
、
以
下
、JaSt

）
に
対
し
て
、
当
該
集
計
業
務
を
再
委
託
し
て
い
る
。

　

JaSt

で
は
、
例
年
三
月
、
五
月
及
び
六
月
の
株
主
総
会
が
集
中
す
る
繁
忙
期
に
お
い
て
は
、
当
該
期
間
を
通
じ
て
、
集
計
業
務
の
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時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
郵
便
局
と
調
整
の
上
、
本
来
の
配
達
日
前
日
に
議
決
権
行
使
書
を
受
領
す
る
運
用
（
以
下
、「
先
付
処
理
」）

を
行
っ
て
い
た
（
９
）。

　
「
先
付
処
理
」
と
は
、
郵
便
局
と
調
整
の
上
、
郵
便
局
の
所
定
の
作
業
が
完
了
す
る
本
来
の
配
達
日
の
前
日
に
郵
送
物
を
受
領
し
、

集
計
業
務
に
着
手
す
る
処
理
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、JaSt

は
、
本
来
の
配
達
日
の
日
付
が
記
載
さ
れ
た
「
交
付
証
」
を
受
領
し
、
議

決
権
行
使
書
は
交
付
証
の
日
付
を
基
準
に
集
計
業
務
を
行
っ
て
い
た
。
先
付
処
理
に
つ
い
て
は
、
東
芝
に
限
ら
ず
他
の
委
託
会
社
に

つ
い
て
も
行
っ
て
い
た）10
（

。

　

東
芝
は
、
本
定
時
株
主
総
会
の
当
日
で
あ
る
二
〇
二
〇
年
七
月
三
一
日
に
郵
便
局
か
ら
配
達
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
議
決
権
行
使

書
に
つ
い
て
も
、
議
決
権
行
使
期
限
内
で
あ
る
前
日
の
七
月
三
〇
日
中
に
先
付
処
理
と
し
て
受
領
し
て
い
た
が
、
七
月
三
〇
日
に
前

倒
し
で
受
領
し
た
議
決
権
行
使
書
に
つ
い
て
、
郵
便
局
か
ら
は
七
月
三
一
日
付
と
記
載
さ
れ
た
交
付
証
の
発
行
を
受
け
受
領
し
て
い

た
こ
と
を
述
べ
た）11
（

。

　

ま
た
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
は
、
先
付
処
理
に
関
し
て
は
、
書
面
行
使
及
び
電
子
行
使
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
期
限
日
に
先
付
処

理
で
書
面
に
よ
り
受
領
し
た
議
決
権
行
使
書
に
つ
い
て
は
、
交
付
証
の
日
付
に
か
か
わ
ら
ず
、
集
計
結
果
に
算
入
す
べ
き
で
あ
り
、

東
芝
の
第
一
八
一
期
定
時
株
主
総
会
の
集
計
業
務
に
お
い
て
対
象
外
と
し
て
い
た
先
付
処
理
の
七
月
三
〇
日
分
の
議
決
権
行
使
書
は

集
計
対
象
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
述
べ
た）12
（

。

　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
三
〇
日
ま
で
に
物
理
的
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
も
の

の
有
効
な
議
決
権
と
し
て
集
計
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
議
決
権
数
合
計
は
、
五
万
八
七
四
七
個
（
議
決
権
比
率
一
・
三
％
）
で
あ
っ
た

た
め
、
臨
時
報
告
書
の
訂
正
報
告
書
を
提
出
し
た
こ
と
、
先
付
処
理
の
不
適
切
性
が
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
今
後
は
先
付
処
理

を
取
り
や
め
、
私
書
箱
に
よ
り
受
領
す
る
こ
と
と
し
た）13
（

。
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翌
日
の
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
、
東
芝
も
、
鳥
飼
総
合
法
律
事
務
所
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
本
調
査
は
二
〇
二
〇

年
一
二
月
一
六
日
に
東
芝
の
監
査
委
員
会
に
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
公
表
し
、
当
該
監
査
委
員
会
の
意
見
書
の
概
要
も
公
表
さ
れ
た）14
（

。

　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
、
東
芝
の
株
主
で
あ
る
エ
フ
ィ
ッ
シ
モ
は
、
東
芝
に
対
し
て
臨
時
株
主
総
会
の
招
集
を
請
求
し
、
株

主
総
会
の
調
査
者
選
任
議
案
を
提
案
し
た
（
会
社
法
三
一
六
条
第
二
項
）。
二
〇
二
一
年
三
月
一
八
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
株
主
総

会
に
お
い
て
は
、
調
査
者
選
任
議
案
は
可
決
さ
れ
た
。
二
〇
二
一
年
六
月
一
〇
日
、
臨
時
株
主
総
会
に
お
い
て
、
調
査
者
に
よ
る
調

査
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た）15
（

。
調
査
報
告
書
の
議
決
権
集
計
に
関
す
る
小
括
で
は
、「
本
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
集
計
に
関

し
て
は
、JaSt

に
お
い
て
行
わ
れ
た
先
付
処
理
は
不
適
法
か
つ
不
公
正
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
東
芝
の
認
識
及
び
関

与
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
先
付
処
理
以
外
に
は
、
不
適
法
あ
る
い
は
不
公
正
な
点
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。」
と
結
論

付
け
た）16
（

。

５　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
株
主
総
会
の
書
面
投
票
の
行
使
期
限
に
法
令
違
反
ま
た
は
不
適
法
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
二
つ
の
事
例
を
取
り
上

げ
た
。
乾
汽
船
の
判
例
は
、
書
面
投
票
制
度
の
行
使
期
限
の
定
め
に
不
足
が
あ
っ
た
事
例
で
あ
り
、
東
芝
の
議
決
権
行
使
書
の
誤
集

計
問
題
は
、「
先
付
処
理
」
に
よ
っ
て
、
本
来
期
限
内
に
受
領
し
て
い
た
行
使
書
を
集
計
し
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
。
前
者
は
裁
判

所
に
よ
っ
て
法
令
違
反
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
、
後
者
は
調
査
者
に
よ
る
調
査
報
告
に
よ
っ
て
、
不
適
法
ま
た
は
不
公
正
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
た
。

　

二
〇
二
四
年
度
の
株
主
総
会
は
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
様
々
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
る
。
招
集
通
知
は
、
令
和
元
年
会
社
法
改
正

に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
物
理
的
な
株
主
総
会
の
開
催
を
行
わ
な
い
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
リ
ー
の
株
主
総
会
も
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実
施
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
決
権
の
電
磁
的
行
使
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
株
主
総
会
白
書
に
よ
る
と
全
体
の
八
四
・
四
％
が
採
用
し
て
い
る）17
（

。
し

か
し
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
の
場
合
、
株
主
数
ベ
ー
ス
で
は
、
八
一
％
の
個
人
株
主
が
電
子
行
使
を
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
も
の

の
、
実
際
の
行
使
率
は
一
九
％
と
低
調
で
あ
る）18
（

。
ま
た
、
機
関
投
資
家
が
利
用
す
る
電
子
行
使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ

に
つ
い
て
は
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
で
は
採
用
社
数
が
、
一
二
〇
〇
社
中
、
一
一
六
〇
社
（
九
六
・
七
％
）
な
の
に
対
し
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
、
一
六
・
四
％
、
グ
ロ
ー
ス
で
は
一
四
・
五
％
と
低
い）19
（

。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
電
子
行
使
制
度
を
用
い
る
こ
と
が
前
提
条
件

と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｊ
は
機
関
投
資
家
向
け
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
機
関
投
資
家
の
保
有
率
の
低
い
会
社
で
は
、
費
用
面
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
は
、
保
有
す
る
す
べ
て
の
発
行
会
社
が
Ｉ
Ｃ
Ｊ
対
応
し
て
い
な
い

こ
と
に
は
利
便
性
が
低
い
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
も
あ
る
よ
う
に
、
招
集
通
知
及
び
議
決
権
行
使
書
の
早
期
発
送
は
株
主
と
の
対
話
と
い

う
面
か
ら
も
要
請
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
会
社
の
多
く
が
採
用
す
る
三
月
期
決
算
会
社
の
株
主
総
会
が
集
中
す
る
六
月
末
に
は
、

郵
便
局
は
膨
大
な
数
の
郵
便
物
を
処
理
す
る
た
め
、
年
末
の
年
賀
状
と
同
様
に
、
議
決
権
行
使
書
の
配
達
が
通
常
時
よ
り
は
時
間
を

要
す
る
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
議
決
権
の
電
磁
的
行
使
制
度
の
利
用
促
進
は
、
郵
便
物
発
送
数
の
削
減
や
株
主
総

会
の
議
決
権
の
集
計
作
業
の
事
務
負
担
の
軽
減
策
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
物
理
的
な
株
主
総
会
を
行
わ
な
い
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
ン
リ
ー
総
会
で
は
、
遠
方
か
ら
で
も
直
接
総
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
、

当
日
の
賛
否
の
集
計
も
正
確
に
計
算
で
き
る
こ
と
等
、
議
決
権
の
行
使
と
い
う
面
か
ら
も
多
く
の
利
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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注（
１
）　

商
事
法
務
研
究
会
編
「
二
〇
二
三
年
版
株
主
総
会
白
書
」
商
事
二
三
四
四
号
（
二
〇
二
三
）
七
六
頁
図
表
52
招
集
通
知
の
発
送
日
。

（
２
）　
「
商
法
第
一
五
六
条
第
一
項
ノ
規
定
ハ
株
主
総
会
招
集
ノ
通
知
書
ヲ
発
シ
タ
ル
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
起
算
シ
テ
会
日
迄
ノ
間
ニ
少
ク
ト
モ
二
週

間
ノ
日
数
ヲ
存
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
趣
旨
ナ
リ
ト
ス
」（
大
審
院
昭
和
一
〇
年
七
月
一
五
日
大
審
院
民
事
判
例
集
一
四
巻
一
四
〇
一
頁
）

（
３
）　
（
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
期
限
）
会
社
法
施
行
規
則
第
六
九
条
「
法
第
三
一
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
時
は
、

株
主
総
会
の
日
時
の
直
前
の
営
業
時
間
の
終
了
時
（
第
六
三
条
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

同
号
ロ
の
特
定
の
時
）
と
す
る
。」

（
４
）　

会
社
法
施
行
規
則
第
六
三
条
三
項
ロ
「
特
定
の
時
（
株
主
総
会
の
日
時
以
前
の
時
で
あ
っ
て
、
法
第
二
九
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通

知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
日
以
後
の
時
に
限
る
。）
を
も
っ
て
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使
の
期
限
と
す
る
旨
を
定
め
る

と
き
は
、
そ
の
特
定
の
時
」

（
５
）　

東
京
地
判
令
和
三
・
四
・
八
資
料
版
商
事
法
務
第
四
四
八
号
一
三
三
頁
。

（
６
）　

潘
阿
憲
「
議
決
権
行
使
書
の
行
使
期
限
に
関
す
る
法
令
違
反
の
瑕
疵
と
裁
量
棄
却
」
法
教
五
〇
一
号
一
二
八
頁
（
二
〇
二
二
）。
一
方
、「
一

日
短
縮
さ
れ
た
」
に
対
す
る
別
の
意
見
も
あ
る
。
山
本
為
三
郎
「
乾
汽
船
株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
控
訴
事
件
（
東
京
高
判
令
和
三
年
一

二
月
一
六
日
）」
法
學
研
究
：
法
律
・
政
治
・
社
会 

九
五
巻
八
号
、
一
三
九
頁
（
二
〇
二
二
）。

（
７
）　

最
高
裁
第
一
小
法
廷
昭
和
四
四
年
一
二
月
一
八
日
（
昭
和
四
三
（
オ
）
第
九
一
三
号
）
民
集
九
七
号
七
九
九
頁
「
招
集
通
知
は
、
当
初
の

会
日
に
つ
い
て
通
知
発
送
の
日
か
ら
会
日
ま
で
の
間
に
六
日
を
、
ま
た
変
更
後
の
会
日
に
つ
い
て
は
通
知
発
送
の
日
か
ら
会
日
ま
で
の
間

に
七
日
を
そ
れ
ぞ
れ
存
し
た
に
過
ぎ
ず
、
い
ず
れ
も
招
集
通
知
を
発
し
た
時
か
ら
変
更
後
の
会
日
ま
で
の
期
間
も
一
二
日
を
存
す
る
に
す

ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
に
あ
る
ほ
か
、
本
件
株
主
総
会
の
招
集
手
続
お
よ
び
決
議
の
方
法
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
判
示
の
よ
う
な
瑕
疵
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が
み
と
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
本
件
各
議
案
に
関
す
る
決
議
に
つ
き
い
ず
れ
も
原
判
示
の
取
消
原
因
が
あ
る
と
し
た
原
審
の
判

断
は
す
べ
て
正
当
で
あ
る
。」
決
議
取
消
。

（
８
）　

東
芝
「
第
一
八
一
期
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
集
計
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
九
月
一
八
日

（https://w
w
w
.global.toshiba/content/dam

/toshiba/m
igration/corp/irA

ssets/about/ir/jp/new
s/20200918_1.pdf　

二

〇
二
四
年
七
月
二
八
日
、
最
終
閲
覧
）

（
９
）　

二
〇
二
〇
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
七
月
中
も
株
主
総
会
が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
七
月
中
も
先
付
処
理
を
行
っ

て
い
た
。

（
10
）　

三
井
住
友
信
託
銀
行
が
二
〇
二
〇
年
九
月
二
四
日
発
表
し
た
「
当
社
取
引
先
の
議
決
権
行
使
書
集
計
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

の
お
知
ら
せ
」
に
よ
る
と
、「【
有
効
票
未
集
計
が
存
在
す
る
委
託
会
社
に
つ
い
て
】
三
井
住
友
信
託
銀
行
、
東
京
証
券
代
行
及
び
日
本
証

券
代
行
の
三
社
に
対
し
て
集
計
業
務
を
委
託
し
て
い
る
委
託
会
社
の
う
ち
、JaSt

に
有
効
票
未
集
計
分
の
詳
細
な
デ
ー
タ
が
残
存
す
る
こ

と
が
確
認
で
き
て
い
る
会
社
は
、
合
計
九
七
五
社
（
内
訳
は
三
井
住
友
信
託
銀
行
八
九
一
社
、
東
京
証
券
代
行
三
八
社
、
及
び
日
本
証
券

代
行
四
六
社
）」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
11
）　

三
井
住
友
信
託
銀
行
「
当
社
取
引
先
の
議
決
権
行
使
書
集
計
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
九
月
一
八
日

（https://w
w
w
.sm
tb.jp/-/m

edia/tb/about/corporate/release/pdf/200918.pdf　

二
〇
二
四
年
七
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

（
12
）　

三
井
住
友
信
託
銀
行
「
当
社
取
引
先
の
議
決
権
行
使
書
集
計
に
係
る
業
務
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
の
お
知
ら
せ
」、
二
〇
二
〇
年
九
月
二

四
日

（https://w
w
w
.sm
tb.jp/m

edia/tb/about/corporate/release/pdf/200924.pdf　

二
〇
二
四
年
七
月
二
九
日
、
最
終
閲
覧
）

（
13
）　

三
井
住
友
信
託
銀
行
「
議
決
権
行
使
書
集
計
業
務
の
見
直
し
及
び
再
発
防
止
策
等
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
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（https://w
w
w
.sm
tb.jp/m

edia/tb/about/corporate/release/pdf/201217.pdf　

二
〇
二
四
年
七
月
二
九
日
、
最
終
閲
覧
）

（
14
）　

東
芝
「（
開
示
事
項
の
経
過
）
第
一
八
一
期
定
時
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
集
計
に
つ
い
て
」
二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日

（https://w
w
w
.global.toshiba/content/dam

/toshiba/m
igration/corp/irA

ssets/about/ir/jp/new
s/20201218_1.pdf　

二

〇
二
四
年
七
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）

（
15
）　

東
芝
「
調
査
報
告
書
」

（https://w
w
w
.global.toshiba/content/dam

/toshiba/m
igration/corp/irA

ssets/about/ir/jp/new
s/20210610_1.pdf　

二

〇
二
四
年
七
月
二
九
日
最
終
閲
覧
）

（
16
）　

前
掲
注
（
15
）
四
七
頁
。「
調
査
報
告
書
」
調
査
報
告
で
は
、
議
決
権
行
使
書
の
集
計
問
題
以
外
の
問
題
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
結

語
と
し
て
は
、「
本
件
調
査
者
は
、
本
定
時
株
主
総
会
が
公
正
に
運
営
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
と
思
料
す
る
。」
と
述
べ
て
い
る
前
掲

注
（
15
）
一
二
一
頁
。

（
17
）　

商
事
法
務
研
究
会
編
「
二
〇
二
三
年
版
株
主
総
会
白
書
」
商
事
二
三
四
四
号
（
二
〇
二
三
）
八
六
頁
、
図
表
61
電
磁
的
方
法
に
よ
る
議
決

権
行
使
採
用
の
有
無
。

（
18
）　

三
井
住
友
信
託
銀
行
・
前
掲
注
（
13
）「
議
決
権
行
使
書
集
計
業
務
の
見
直
し
及
び
再
発
防
止
策
等
に
つ
い
て
」
三
頁
。

（
19
）　

商
事
法
務
研
究
会
編
「
二
〇
二
三
年
版
株
主
総
会
白
書
」
商
事
二
三
四
四
号
（
二
〇
二
三
）
八
七
頁
、
図
表
62
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
議
決
権
電
子
行

使
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
採
用
の
有
無
（
該
当
な
し
三
〇
九
社
を
除
く
）

参
考
文
献

脚
注
に
あ
る
も
の
の
他
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・
杉
田
貴
洋
「
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
期
限
と
し
て
の
「
特
定
の
時
」」（
東
京
高
判
令
和
三
年
一
二
月
一
六
日
）
令
和
四
年
度
重
要
判
例
解
説
・
ジ
ュ

リ
ス
ト
臨
時
増
刊
、
八
一
、
八
二
頁
（
二
〇
二
三
）。

・
原
弘
明
「
判
例
研
究
・
乾
汽
船
株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
訴
訟
控
訴
審
判
決
（
東
京
高
判
令
和
三
年
一
二
月
一
六
日
資
料
版
商
事
四
五
五
号
一
一
二

頁
）」
関
西
大
学
法
学
論
集
七
三
巻
三
号
、
九
五
〜
一
〇
六
頁
（
二
〇
二
三
）。

・
潘
阿
憲
「
議
決
権
書
面
行
使
書
の
行
使
期
限
違
反
等
の
瑕
疵
と
決
議
取
消
し
の
可
否
」
ジ
ュ
リ
一
五
八
一
号
一
一
〇
〜
一
一
三
頁
（
二
〇
二
三
）。

（
ふ
く
も
と　

あ
お
い
・
客
員
研
究
員
）


